
鶴川図書館大好き！の会

☆鶴川図書館応援まつりを振り返って

☆町田市側の動向と今後の活動について

2021.11.7.鶴川市民センター第1会議室



柿の木文庫と大好きの会のメンバーによるおはなし会（午前と午後）

鶴川図書館の前のアーケードというのはおはなし会にはふさわしい場所でした

さんさん音楽劇団によるチェロと絵本 みんなで楽しく図書館クイズ 古本市

オープニングに みどりの森
保育園のママさんブラスの演奏



鶴川図書館を考える
（色々な資料を置いた）

鶴川図書館の存続のために
～中学生・浪江虔の足跡を訪ねて

鶴川図書館への応援メッセージ

図書館で楽しく英語を学ぼう
町田英語多読の会



松ぼっくりでツリーをつくろう
みんなのそら

はらぺこあおむしの大型絵本
みんなのそら

ハギレで本のしおりをつくろう
ミニーさんと小中高生

本をつくろう（いとうさん） 色々なブースを楽しむ親子連れ



ニュースポーツのブース
ラダーゲッター

ダーツ

皿回し



☆町田市側の動向と今後の活動について

10月5日（火）11時から図書館長他管理職の人たちと面談
（会側6名、図書館側5名の出席）
・会としては、市民のかかわり方をいろいろ検討してきたが、結論として、市の
直営を維持し、市民としては、図書館の魅力を増すための協力（例えば応援ま
つりその他）をするという方向を提案。直営を維持しながら、運営経費を削減
するために、常勤職員の数を減らし、会計年度任用職員の方たちを中心とした
運営にすることも提案。

・今後、ますます図書館の役割が大きくなるので、レファレンス機能やIT関連の
サポートの充実を望む。

こちらからは、色々伝えたが、図書館側は、直営を維持してほしいという話には、
意見として聞いておくという態度で、話の中の市民協働の提案部分だけを取り上げ、
そのようなことをぜひしてほしいという感じで、市民に図書館を任せようとするる
方向を変えようとはせず、図書館側からは、何ら具体的な話は出なかった。

図書館は、NPO等の市民団体に、委託・指定管理などの方法で任せる方
向で具体的に話を進め始めていることが10月後半になって分かった。

私たちとしては、どのように考え、活動していくべきか？
・あくまで市のやり方に反対し、反対運動を展開
・委託を受ける市民団体と一緒に少しでも図書館に近いものに
なるように働きかける


